従来のように初めてパソコンを買うという人は減っていますし、これからも減っていくことでしょう。ほとんどの人は2台目、3台目ということになります。
そこでぶつかるのが、「資産の継承」という問題です。最初にとまどうのが日本語辞書の登録単語でしょう。自分の名前や住所さえ入力するのがおぼつかなくなります。次にインターネット。プロバイダにもアクセスできないし、Internet Explorerには「お気に入り」「Cookie」、Outlook Expressには「メール」「アドレス帳」「アカウント」「ルール」「署名」などがあります。さらに、Windowsの設定、アプリケーションデータの移し替え……。使い込んでいれば使い込んでいるほど、これらの作業は膨大な量となります。
アプリケーションをインストールする、周辺機器を接続する、などの作業は1回経験済みですし、付属のマニュアルにも書いています。しかし、新しいパソコンを購入した際の、設定やデータ移行の方法までは書いていません。
それをサポートするのが、本書です。まさにかゆいところに手が届く内容とします。
[bookmark: _GoBack]また、旧パソコンの廃棄や処分に関する際のセキュリティにも言及し、個人ユーザはもちろん企業ユーザにも必読の書とします。
本書は2台目のパソコンを手にするすべての人に必要となるでしょう。特に、Windows XP発売に伴い、新しいパソコンの購入者が急増します。パソコンショップでは、買い替え促進やユーザサービスとして、来店者やソコン購入者へのおまけとして配布することも考えられます。
